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   A sixty-year old man was admitted with a chief complaint of asymptomatic hematuria. 
   By cystoscopy a thumb-tip sized papillary tumor at the left ureteral orificewas seen, 
and left kidney was not revealed by intravenous pyelogram, and that impossible to insert 
the ureteral catheter. 
   Under the diagnosis of tumor at the bladder, ureter, and kidney, a total left uretero-
nephrectomy with partial cyatectomy was performed. The post operative diagnosis was 
transitional cell carcinoma of the lower ureter. 












































性,軽 度凋濁,蛋 白(士),沈渣 赤血球(柑),白血






























































原発性尿管癌 は腎或は膀胱癌 に比べ て比較的





例に本症 を認 めたが逐年増 加 を示 し,Swignac
(1955)蒐集例333例中の137例は1940年以後
の症例に属 す ると云 う.本 邦では伊藤(1935)
以来小林(1955)の報告例迄16例を数 え るに対
し,以 後5力 年 間に百瀬(1956)の3例,金 沢
(1957)の5例・ 小池の2例 を含 め22例 をみ






hane代謝産物 なる芳香 族 ア ミンの尿 中排泄 等
との僕係が注 目され てい るが 明かで なし・.私 が
本邦文献 か ら原発性尿管癌の明記 あ るものを蒐
























膀 胱 鏡 カ テ ー テル リズム レ線 所 見
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右.尿 管口の測 不 行瘍1 [膀鞭 瘍


















































































































































霧 腎.尿鞭 獺 状癌
右 賭 翻1乳 頭状癌











eshouseの男64%,女36%で 同様 男に多 く,





60才台に最 も多 い.患 側 は本邦 例では 右 側17
例,左 側 に稻 々多 いが,外 国の統計 では区 々で













れ も乳頭状乃至 移行上皮癌 が多い 転 移に就 い
ては大野 は肝,腰 惟に,岩 下は後腹膜及 び腸骨
リンパ節 に,土 屋は リンパ節 に,永 井,皆 見は
腎,肝,肺,後 腹膜腔,胃 周囲,肺 門 リンパ節
等に認 め る.Scottは後腹膜 リンパ節,肝,肺,
膵,膀 胱 の順 に転 移が多 い とした.Sauerは尿
管は リンパ流 が乏 しいので転移 傾向 は 少 い と
し・Wertheim,Ausshalen,Weibe1,Wood-
ruff等は尿管壁 は癌浸潤 に対 し抵抗力 が強い と
したがChiari,Scott等は逆 に尿管壁 は菲 薄 く
で,リ ンパ流豊富 なた め腎,膀 胱 癌等 に比 べ転
移 は迅速且 つ リンパ性転移 が多い と した.然 し
乍 ら私見 と して人胎 児,MacacaCynomoga
(Linne)に於け る直接及 び間接的 リンパ管注入
法 に よる検索では腎・膀胱 に比べ て尿管 の リン
パ路嘘 當 とは な し難 く双 宇 野等の好銀繊維
染色法に よる脈管外通液路 の検索 で も腎,尿管,
膀胱の間 に リンパ流 の著明な る差 を認めな い.
本症 の臨 床状 とに血尿 ・癒 痛,腫 瘤 形成 を3主
内倉一原発性尿管癌の1例
候 として挙 げ られ るが,Scottは血尿700/.,疹
痛60%,腫 瘤40%,Sengerは血尿92%,疹 痛
50%以上,腫 瘍20%以下Abeshouseは夫 々75
%・42%,10%を み とめてい る。本邦例では大
津の報告例以外 は血尿 を訴え てお り中血尿37例
(97.30/o),疹痛 を伴 うもの16例(42.1%)・
腫瘤10例(26.3%)であつた.私 の症例 は間漱
性無症候 血尿を主訴 として来院 した.疹 痛 の多
くは鈍 痛,圧 迫痛で時 々は癌痛 の記載 もみ られ
る.部 位 は腰痛,下 肢痛,下 腹痛,下腹部圧痛,
排尿痛,腎 部,側腹 部疹痛等 で一定 していない.
腫瘤 としては腹部乃至下腹部腫瘤,時 に腸骨 窩
の有痛 性腫瘤が報告 され てい るが,尿 管下端部
の腫 瘤形 成の場合経膣的或 は経 直腸的に触 知可
能 の こともあるとい う.そ の他二 次感 染に よる
急性乃至 慢性腎孟腎炎,膀 胱 炎症 状をみ られ て
い る。末期 に至れば転移 に よる諸症状,悪 液 質
等 の発現 をみ る.膀 胱鏡所見 本邦蒐 集例 中膀
胱鏡検査 が行われ ている23例中尿管 口 よりの出
血或 は血塊 の附着 を認めた もの9例(39.3%),
尿管 口部 或はその附近に腫瘍 を認 めた もの4例
(17。4%)で残 り10例には特異所見 を見 ていな
い.膀 胱 腫瘍の併発 をみ たものに岩崎(1951),
高柳(1957),金沢(1957),峰(1956),並
に余 の各1例 が あ り,殊 に高柳,峰 及 び余 の例
では尿 管 口部に認めたが娘腫瘍 の発生 は比較的
稀 とされ る.尚Graft現 象陽性 もの3例 であ
る.青 排泄試験及 び静脈腎孟 レ線像は単 に罹患
側 腎の顕著 な機能障碍 を示す に過 ぎない ことが
多 く診断 的価値は低 い.尿 管 カテーテル法施行
本邦 例23例中挿入不能13例(56。5%),挿入途 中
抵抗 を認めた もの10例(43.5%),Lazarusは
38.2%,Sengerは56%に同様抵抗 を,し か も
結石 と異 る軟 抵抗 と し,金 沢は カテーテル挿入
に よる出血,所 謂Chevasu-Mock現象 を1例
に,Abeshouseは270例中7例 に認めた とい
う.逆 行性腎孟像 は本邦 例の10例に於 て腎孟拡
張像1例,尿 管 の充 満欠損像5例,尿 管狭窄 像3
例,尿 管 の凸凹不平像1例 がみ られ たが腫瘍 の
ため カテ ーテル挿 入不 能例ではSenger,Abe-
shouse,及びWood&Howe(1958)はWo-
od-RuffCatheterの使用を奨 め特有 な三 日月
745
状陰 影欠損,ブ ラシ状,杯 状,櫛 状 の所 見が得
られ るとい う(Baro11),本症 では水腎症 を認め
乍 ら著明な尿管拡張像 を認 めぬ のが特有 と云わ
れ てい るが,本 例で も高度 の水腎症 を呈 してい
たに も拘 らず腫瘍上部 の尿管 は殆 んど正常 に保
持 され ていた.本 症 の臨状診断 は極 めて困難で
術前診断 し得 た例 はMacCown43例 中9例
(20.9%),Lazarus39%,Scott(1943)50
%以 下 と述べ,本 邦蒐集例 では本症 乃至本 症を






































術1例(0.3%),腎 別 後剖 検1例,腎 別及 び
尿 管部 分切 除術1例 で術前後処置 と しては制癌
剤投 与,60Co,ラドシー ド打込み,レ 線 深部治
療法等が行 われ ている.私 の例 も腎 尿 管全別
術兼膀胱部分切除術 を行 い,術 後制癌 剤を使用
した.
結 語
60才,男子 ・主訴 無症候性血尿 膀胱 鏡検
査に て左尿 管 口附近 に乳頭 状腫瘍 を認 め,静 脈
腎孟 レ線像不現,尿 管 カテーテル挿入 不成 功等
よ り左側尿 管下端部 の乳頭状腫瘍 の診断 で左腎
尿 管の全別 を行 い,尿 管下端 の乳頭状腫瘍 を立
証 し,治 癒 せ しめた.別 除腫 瘍の組織所見 は乳
頭状移行上皮癌 であつた.併 せ て本邦文献 より
蒐 集 し得 た原発性尿管癌38例(但 し明確な悪性
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